









Curriculum Development for Leadership Education in Six-Year Secondary School: 
Focus on Leadership Experiences through "Cultural Festival" 



















































































































































































































その内訳は，中高一貫校教員 1名，理系大学教員 2名，文系大学教員 1名，国家


















































































































































(2) たとえば根津他 (2004:107頁）や安藤 (2006:34頁）は，教科カリキュラムの一貰
性を扱う研究の多さを指摘している。





















(10) 音楽祭の教育機能については根津他 (2004) を参照。















(16) 筑駒では「期」でその学年を呼称する。開校 1年目の中学校 1年生が「 1期」であ
る。なお07年度現在，中学校 1年生は61期であり，高校3年生は56期である。









(21) 特別参加団体の「デコ責」に関する調査結果については，安藤 (2006) を参照。
(22) 集団面接時の生徒の発言から。第一筆者が当日書き記したメモによる。
(23) 同上。
(24) 根津・安藤 (2006)はリーダー経験の「接続」 (articulation) という点から，筑駒の
生徒が小学校時代にどのようなリーダー経験を有していたのかを検討している。


































• 田中統治・根津朋実• 藤田晃之• 井上正允 (2005a)「中高一貫校における才能教育とリ
ーダー育成のためのカリキュラム開発研究 (1)」 筑波大学教育学会第4回大会（於：
筑波大学附属小学校）発表要旨





















また，安藤福光・平田知之・小林汎• 宮崎章• 井上正允・根津朋実• 藤田晃之• 田中統治
「中高一貫校における才能教育とリーダー育成 (3)一駒場卒業生へのグループ・インタビ
ューの結果を中心に一」と題し，筑波大学教育学会第 6回大会 (2007年3月17日於：筑波
大学附属駒場中・高等学校）で発表した内容に加筆・修正を加えたものである。
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